Biostatistics and Clinical Epidemiology by 折笠 秀樹
バイオ統計学･臨床疫学 
 Biostatistics and Clinical Epidemiology 
 
教 授 折笠 秀樹 Hideki Origasa 
 
◆ 研究概要 
厚生労働科学研究費として，慢性心不全に対する 2 種類の利尿薬の臨床試験（増山班），慢性･急性心不全の臨床評価ガ
イドライン策定（篠山班），高悪性度骨軟部腫瘍に対するカフェイン併用化学療法の臨床試験(土屋班)に関与した．また，
一般用医薬品セルフメディケーション振興財団からの研究助成金として，服薬の意義に関する調査研究を開始した．さら
に，循環器病研究振興財団からの産学連携研究費として，急性期脳梗塞の再発予防臨床試験(EAST Study)の統計解析を実
施した． 
今年から，大動脈用ステントの臨床試験の効果安全性委員，「アクテムラ」の小児 JIA 及び関節リウマチに対する安全
性評価委員，心房細動に対する Apixaban の後期第 2 相試験の独立データモニタリング委員，歯周病に対する Growth factor 
enhanced matrix (GEM21S)第 3 相臨床試験の生物統計家，新型インフルエンザワクチン一般臨床試験の生物統計家，虚血
性脳卒中患者コホート研究（EVEREST）の生物統計家，ACS 患者コホート研究（PACIFIC）の生物統計家，PCI 予定の
狭心症/MI 及び PAD に対する抗血小板薬の比較臨床試験の独立データモニタリング委員などを新たに開始した． 
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